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――まずは創業のきっかけを教えてく
ださい。
大園代表（以下、敬称略）　鹿児島で育
ち20歳で上京し、多様な仕事を経験。
不動産で1年半50億円以上を達成後、
26歳で起業いたしました。地元の友人
であり、当時東京で働いていた後潟に
声をかけ、「一緒に仕事をしよう」と誘
ったのが弊社の原点です。
後潟副社長（以下、敬称略）　大園も僕
もエステティック業界はまったくの未経
験でしたが、エラスチンのサプリメント

の 販 売 を 足 が か り に2016年、NINE 
JAPAN（株）を設立、2018年にはバス
トケア専門店『ラグジュアリーサロンナ
イン』をオープンしました。
大園　当時、バストケア専門店はほと
んどなかったよね。
後潟　うん。我々の出店後にバストケ
アサロンが増え、競争が激化。弊社の
店舗を真似た店舗も出てきて、差別化
が急務に。効果の持続や満足度向上な
ど、お客様の声にお応えできるオリジナ
ル化粧品『Gran nine』を開発しました。
大園　その頃コロナ禍となり、休業を余
儀なくされた店舗も多かったですが、僕
は必ずエステサロンに人が帰ってくると
信じ、死ぬ気で5店舗オープン。コロナ
禍が収束に向かったとき、お客様が帰
ってきてくれたのはうれしかったです
ね。むしろ弊社はコロナ禍で大きく成長
しました。
後潟　一方で苦しんでいるサロン様か
ら「ナインさんはどうやっているんです
か？」と聞かれることが増え、スクール
事業「ナインアカデミー」を立ち上げま
した。全国のサロンオーナー様のサポー

トや、開業予定者の方に向けての支援
を中心に弊社のノウハウを伝授していま
す。同時に機器の開発も考えていまし
た。
大園　エステティシャンの体への負担
を軽減しつつ、より確かな効果を出す、
を目指したマシンの開発に着手し、

『NR-NINE』が完成したのが2021年で
した。

――リリース後、『NR-NINE』の評判
はいかがでしたか？
後潟　『NR-NINE』はスタッフの技術差
をなくすこと、1回での変化がわかりや
すいことで好評を得ました。でも最初は
地道にテレアポを積み重ねて販路を模
索し、バストケア専門店がマシンを出す
ことへの認知に注力。「マシンは売った
ら終わり」という既成概念を覆し、「ナ
インアカデミー」というバックアップ体
制がセットになっていることが、未来に
つながる機器として捉えていただけたと
思います。
大園　手技と融合し、多機能で体の根
本改善が期待できるマシンが完成しま
した。また、2025年はエステサロン経
営支援プログラム「NINE CAMP」に軸
足を置いた1年でした。
後潟　導入後、「NINE CAMP」との相
乗効果で月商300万円＆契約率100％達

成、物販売上3割増＆売上3倍というサ
ロン様が出たり、『NR-NINE』でオプシ
ョンメニューが展開できるようになって
客単価が1.5倍になった、リピーターが
3割増えた、などの反響をいただいてい
ます。
大園　「NINE CAMP」は弊社にお越し
いただき、2日間かけて経営ノウハウや
カウンセリング術などをみっちり学んで
いただく無料のセミナー。これでスタッ
フの意欲が向上したというエステサロン
様も多かったです。
後潟　「自分のサロンと初めてしっかり
向き合えるようになった」「数字面での
目標設定ができた」という方もたくさん
おられます。
大園　オーナー様が『NR-NINE』の購
入を渋っていると、スタッフさんたちが

「オーナーが買わないなら自分たちで買
います！」とまで言ってくれたことも。

エステティシャンを辞めようと思ってい
た方が「NINE CAMP」で自信を掴み、
圧倒的な成果を出して涙する。その姿こ
そ、僕が一番見たかった景色です。自
分自身で人生を切り拓く楽しさを知って
ほしい。次は、あなたがその主人公にな
ってください。本気の熱狂を、「NINE 
CAMP」で一緒に作りましょう！
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――「NINE CAMP」で新たな一歩を
踏み出した2025年でしたが、2026
年はどんな1年になりそうですか？
後潟　2024年の年末、会議で「導入数
が拡大するにつれ、導入サロン様への
フォローが本当にできているのか？」と
いう話が出ました。そこがしっかりでき
ていないと「売って終わり」と思われる、
それではダメだ、これからは人と人とが
会う時代だから、オンラインではなくリ
アルでのセミナーを開催しようという意
見が大園から出て、実現したのが2025
年の4月でした。
大園　この業界は人がいなければ何も
生み出せません。お客様を幸せにするこ
とがエステティシャンの醍醐味ですか

ら、改めてそのマインドにもフォーカス
したいです。
後潟　また、経営のDX化のサポートに
も力を入れたいと考えています。「HP/
LP一体型サービス」を提供し、現場の
負担を減らしてデータを活用した経営
改善を推進していきます。例えば集客サ
イトの土台をつくるサービスでは、それ
だけでエリアランキングが急激に上が
った事例もあり、早速手応えを感じてい
ます。
大園　販路の拡大、既存の導入サロン
様へのサポートなど大事なことはたくさ
んありますが、弊社は単なるメーカーと
いうだけではなく、我々の商材やサービ
スによってお客様の満足度が上がり、エ

ステサロン様の売上も上がり、みんなが
幸せになる、その輪を広げていきたいで
す。エステティック業界はみな同じこと
ばかりをやっていてつまらない、僕はそ
れを変えたいんです。「HP/LP一体型サ
ービス」もこれまでになかった新しい風
だと思っています。売上だけを追う企業
にはなりたくない、我々という人間を見
ていただける、そんな企業でありたいで
す。高市早苗氏が女性初の総理大臣に
なった今、2026年は女性のキャリアア
ップにも着目し、まだ誰もやっていない
ことをやりたいです。

「NINE CAMP」で
人生を変える熱狂を
より多くのサロン様へ

エステサロンの集客に
直結するサービスを強化

エステサロンの
売上アップに貢献し、
経営の安定化を実現

代表取締役

不動産や太陽光の営業職を経て、26歳でNINE 
JAPAN（株）を設立。2018年、「ラグジュアリーサ
ロンナイン」をオープン。2020年、「ナインアカデ
ミー」をスタート。2021年、『NR-NINE』を発売し、
マレーシアや香港など海外にも展開中。創業10
周年を迎え、新たに海外リゾートホテルや不動産
事業に尽力し、美容とリゾートの架け橋を目指す。

大園 巧
Takumi Ozono

取締役副社長

大園から熱い想いを受け、創業初期よりNINE 
JAPAN（株）に参画。経営戦略の実行責任者と
して、店舗展開・マーケティング・人材育成の全領
域を統括。現場視点と数字感覚の両面を武器
に、全国のサロン経営者の成長支援に携わる。
NINE JAPAN（株）の経営基盤を支える要として
活動中。

後潟 雄哉
Yuya Ushirogata


